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棚卸資産評価損の計上及び第２四半期連結累計期間業績予想との差異に関するお知らせ 

  

当社は、平成26年１月期第２四半期連結会計期間 (平成25年５月１日～平成25年７月31日)において

下記のとおり棚卸資産の評価損を計上するとともに、平成25年３月19日に公表した平成26年１月期第

２四半期連結累計期間の業績予想と本日公表の実績に下記のとおり差異が生じましたのでお知らせい

たします。 

記 
 
１． 棚卸資産評価損の発生及びその内容 

貴金属地金相場が第２四半期末時点において下落したため、棚卸資産に約９百万円の低価法評価

損が発生いたしました。この結果、売上原価が約９百万円増加し、営業利益、経常利益及び四半期

純利益がそれぞれ減少しております。 

なお、低価法評価損は洗替法を採用しておりますので、今後の相場状況に応じて金額は増減いた

します。 

 

２．平成 26 年１月期第２四半期連結累計期間  連結業績予想数値との差異 

（平成 25 年２月１日～平成 25 年７月 31 日）                （単位：百万円） 

 
売 上 高 営業利益 経常利益 

四半期 

純利益 

1 株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
1,200 10 10

 

6 

円銭

1.60

今回実績（Ｂ） 1,258 4 6 3 1.02

増減額（Ｂ－Ａ）   58 △6 △4 △3  

増 減 率 4.9％ △58.8％ △31.7％ △36.3％  

(ご参考)前期第 2四半期実績 

（平成 25 年 1月期第 2四半期） 
1,182    9 9 7 1.97

 

 



３．差異の理由 

  平成26年１月期第２四半期連結累計期間の連結業績につきましては、低価法評価損を約９百万円

計上したことなどにより、営業利益、経常利益及び四半期純利益において前回公表した業績予想数

値を下回ることとなりました。 

   

なお、平成26年１月通期の連結業績予想につきましては、平成25年３月19日に公表いたしました

数値から変更はありません。 

以 上 

 


